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1. 過渡！日J?L会のプノレ J ヨア的制限円
2. 共産i義社会と Lご勺過渡；つlノI;・, 
3. 過渡飢社会の全体像













































































（；左 1〕 F野仏蔵『「氏本論j と1土主義』（岩波書




















































むわぎり‘ 箭 1の解釈もす；Zの解釈も可能なので い！「欠陥j !:'. して承認せざるをえないこ左（ド恥。
ある。したがって， われわれは「社会主義1士会！， (2) ラ、ソサール式「労働の全収主主jを「社会的総
「共産主義社会Jどはそれぞれいかなる打司会であ 生産物JE理解すれば， 「この社会的総生産物か
る内か， そ円概念規定を検討するほかなく、全さ らは，次のものが控除されなければならない。第
にこの手続きに上つてのみ問題を解決しろるので 1 rこ、 消耗された生産手段を置きかえるための補
あるc この場｛：；－，われわれはマルクスの主張を， 土足分。第2に， 生産を拡張するための追加部分。
片言f:J句主で肘かすべからざるものとして吸うわ 第3に，事故や天災による障害にそなえる予備積
けにはいかな I;'oマルケつえの求めたか法；： Lたが 立または保険積立Jo r総生産物の残りの部分は，
って‘ マ／レタス白身をも再構成する必要がある。 治安手段としての使用にあてられる。だが，各個
端的にいえば， -7，レケスについてもその不ト分々 人L二分西己されるまえに，このなかからまた，次のも
点あるいは限界を指摘しなければな「一〉ない。レー のが陸除される。第 iに，直接に生産に属さない A
ニンについてもl百l様である。とはいえ？ 二こでそ 般管理契c 第2に，学校や衛生設備等々のようない
れらの険汁を全面的（こi民間する用意はなく， さし ろんな欲求を共同でみたすためにあてる部分。第
あたり以下山行論に必要なかぎりで行な与にすぎ 3に，労働不能音等のための元本。つまり，今日













































































































3. 過渡期社会の全体像 (1) 過渡期社会には「ブルジ百ア的権利」が残
























































































































































C 仁1) こ＇） ；：うな試バU ふっと：て， J,HJ,d1::, 
E田弘「flt！にど ：＂.＇±l,C ［！•家J （『マペグ，＿r:-r1庁下ム！、
企， ＇i吉川 ;if1, 19691i）士 J,げらご かでき心。 J)ト
｛：国論文コ！fr9 ,1:, J1l：ば yfこ：＇i':11必文γ0）七二乙
右）；＿＿ きL、。
（注 2) 「叫 •L :, -', • CL  ／ ケrんプ全り，＼‘ ：＿｛¥19三（人
月i白：h-
〔（［ 3）「し 二／全イi』，；'1¥25色今（）、＇I,1; 1,;, 19邑9
年）ヲ 497：～三 O
〔it4）『し 二ノ全iLl, .';BO立， 94- ン c
〔ns J 『レ二／全~I 』， ?J':29 を，：191, 392~ シ。
〔cf6) 『、ノしグノ・よ／今んス令 i／』，；i'-19{i;,19, 
20, 21べー／。
(cl:7) ,,JL, 18, 19・ --/o 




( d 11) 
向上， 21べ－ , 0 
r,,u~ , 21, 22ベージ。
向上， 19ベ』シ。
（，仁12) マノLグス♂川、トタfさ；こ J ル、 U よれ El論文，：：
，て I，，；：。なれ‘ i: £G ；（：山門i＂誌に対 Lて；えし）疑i:itc:
）~ ι＇ L て L ._'l-t: L、o r': rn 1e:は「共産主j主ti会d：混 ll空
Fi＇，とその i件付J攻防ιの［生以jを「能｝］ ：て応じてi動き必
1更に応じごうけんるという Ji：、 l"ltLiミグ〉ー熊！京l1iが，各
人に止し、するなλJJノカミ 1心強；l,IJを土も I;_ ＇と L、るか，そ
れ む名人；＇Jli'ti"i' 社会的白然 にまで（；jまっと
いi：.かJ: －求め，： t，る（白Ii，治文， 296ぺーン〕。




徐々にも勺 j う；こなるで ι宇） 7；うj，「人目立のあらゆ
る共同生活の情 (IiC基主（t'Jな規則を主もる必要は，き
4）ぬζ ，口速に九＇m：ζJなるであろう」（『レーニン余年：」，
fβ252, 500, 513ζージ）に上ってL、ろものと Jどわれ
が， 1'/i'.IAJ，「i可H'tJ とL、うゴJIt「，区i故」［三かか1）乙
l'.:J)l;~ であり，必ず［も時jl/{i:な概念とは：、えない。わjl 
z) 1 tは「ユー iヒYをご－r,－えだしたり， 1廿ること山でき
J ことにとだな政測をめくらしたりjしてじなら －r,
「この！日i泊，：；ょFド戸（l'Jにこ！：えるほかはな L、j〔『レ－




けは， ここ UヲIi氏ゾパ、ぅ 1ctお残存するプノレジヲ 7
白＇j1i¥!;1f1iJ，「新7こ／五共同体（！＇） ・jモt主主義的似i凶iJをわれ
わt：はそれそit 1 ~，；，1 体性あるいは｛l,'•1 J]lj 1生J, f JI＿，向性j
という概念でとらえたいのである。なお，（1）のところ
-c 行Ii氏は逃波JU!tj；：，が「たえず安定的に I斗生産され
,: ょうぺ約定川内’hをもたな v, J C干；Il論文， 296ベー




社会と )1；へjL :f，過渡）りj社会it l阜県的にlよく J f）’!Z:1ζ 
fド1) t: _, い 2 どし叶、のであり， Jl'-kの＿＇，／ t/0:Jti]ti ：が
y、Lt i：安定l'r）心再生産を fj-なっとし、るかf;, まさにmr
flif ・;, 0) il'I!: t,在lこかかってL、る JL、え上う。この向、Lこニユ













〉のはごの権力を武；•：： L しで，いかバ革命 I建設を進
めていくかであろう。レーニンのこの欠点をスターリ
が拡 j；再生l干したと入ソ .i＇七社台 i：義，＇）低迷が桁ま
ったといえよう。毛沢東の「思いきって大衆を立ち上
.!1＇らせ ζ」（駅「発動群衆）政液路線々方J 乙、て 3I 1同社
会主義が前進しつつある現実とソ連社会主義の低迷は
川政的 r姿をボしてい主が，その 内は L ニノ山ブ
ロ独論にあっナてといえるのではないだろうか。
（注目〕 『レーニン全集』，第25&, 505~ ージ。
（注20) 岩川論文， 306- ジ。 ll上の件数づ打！土，
基本的に岩田氏の与えたものであるが，＇.£＇ JW論文の.，I 
!Hの形そとらた ！）、つ B つは‘ ，；：:!)1¥ ,・n :1.，方残ろ t考
えたからである。第 1：人前衛党の「」枚't｝体市IJ」の
Ii題であ令。、） ,1共旅立ない i；：国＂＇／，党 γ！対すた l＇り
岩田氏の規定は有効であろうが，現代子育凶；t義国の社
会主義I命をil1よす c！必合，じたし：十分」あろ J/;, 0 
第2は「革命的前進」「反動的後退」のくり返しという
民定でム令。 二日 J規ζ。tl950～60：ドfピの Iいい， 1920年
代のソ遠心どを説明するにはきわめて有効だと忠、われ











と，現北帝国主i:のよ jLとは冷，：：， C.従相を iJ、す.＇）では
ないか。











1・ J！，体的には Aにほか々らない，というこ tにぐろj
のか氏はなんらJ主体的に説明してはいないのである。









f l笑心舵史によってもそしり法本1'!Jt, IEしさは 1-a；：主iさ
れている」と強調するのだが，氏の「現実の歴史」と








現象jとは「台 7 ゴ U一的に区別主れるJと強調して，
it者が「非敵対的な性格J，後者が「敵対的な性格」
だというが，「敵対的」「非敵対的」という概念Uもと











i'r-iオ工作」を i, 切っ fI）「プルジョアiドJ;吉：平！！、けがか
, r /fr 1 v行<J.;:i」～、..／，.げを干亡は j；：，ハごちと
'le：して、「プル三ョア［!CJt喜平i!J ＇七 Jj[1:, Ii p;J ';i¥,l 
{r,; ! I・ : : r r ',, J, v パ℃ （＇ ～ぃ，／，：とし；， i 勺i文書ム
二〆l' 」う：：！UJ1-li長i/1：：：ノ2 マと“主ょ＇i'l't'JilUl( l' 1 
' ' 
、／・＇ cl ，い。 il、ィ川県木［よjうl'.i1；少、 ii;: L ん
1 ; : , r Jι本 （！＇J1'1f批Ii I. ご， I'I. I•「 i↓子、ハ 1L ;:,YJ ,•! 
I」と 1・,;J,i,J;,・ , I～分配f1j(,Ii.,;_':・ Hl J t, ci', Iυ こ）
：・，）、＼ i. 戸＇・ .• L ・j＇‘イ λ，itlt'Jl, ifJ!( • ' tノケ；Jc:: I ,L f 
一二 L'・_ y, ・l, 「，＜U• ，五 IL ；三 J ,; 1・ ＇ι！支j
1, j をか・，L:-. . ;:, F とl二；， ;: u rn :>1 .；，~11 －：：と 1
）「＇n:1/' J ', ;:, I. _' lι≫J,;, .：え’，，.' i；、上、 必波：1,(.' 1,': ,・: 
J'.;.i' lみ口二、三 r と与え：；？（えか七’、 rtてJ.
• 1, 1 ;.:!I ;: :1 H, , ;1；：宜的上［1だと 4，付、lI / , 川、
I •Jr ＇／（い、サ；「l'J ', /'.:J ;11 j(1よ＇ L I j hノIEil.と！
「l!：、路線型ど！fJ Lニー ;fJ-J：レ 一ι ／ cl）リiPJU. i犬山 L.t; 
H 、＂ ;., 0 “－1!.',: i'/¥ tJ/ 1.1iJ九ィ、H• 般防総社会’，／，； !.!_•, 
寸・1,} J!I削れ）＇£；守 lk≫ ({j :W：、政F官級〉ん安， lil IL, 1:t f本 i記
述f汲flj '!t¥l; 防絞I.／：’， jfi!J渡すI]；ど vi'f:.&ricJ，長が，1)怪51ミIi 'r JIJ 
r,1:,i，』リ；＇， H i j角If人U -{i、（Y.）人， .yq：訂1:, ( .1•-; i~.'J' 1,n, 
ア＂，；，（1’J'だり，”（ i「￥：航.t 1%:1q.第121r1).
、；）／；と；！戸、山 l I J 付。
Cy11¥Hoc11, y•1e11HH IvlapKca o rocyJlapcnie ye-
l!O('J‘i Tり，／1,1(り iCM, KTO IJO!IHJ1，可TO ,ilHKTaTypa 
oriHけJ什 l(JI3CCaHB.1S!C’I CH IゼOOXO,'¥IIMOiiHe TO!lbl{O 
;1,151 BCHI(OI O IUiaCCOBO['() o6w,eでTna BOOOll.(C包， l!C
TOJihKOλ.i!H l'fJOACtllClpuama, cueprHyBLUCi'O Gy・ 
p)l{ya:rnto, Hリ H /(JI 耳 ne:1or り ucmopu•tcじκozo nep 
uυU,l, OT八七s1lJ(J山じro Ka111n a:rn:iM OT 《oun¥ecnia
Gl守 K.:Ia引 OB)),OT IWMMy111nMa. B. ¥.1. Jlernm，刀（）・
.IIIWL' COUJJlllllll' CO'IU/teftUU, IBλ. 5，’foM 33, CTp. 
｝；九九「，；，：：：!J.i1 方x川、♂ 3 ,,, かど 7か守 ！ィ行士 ;i'; , : :1-L 
いっ l L、1。I ' （キ£泣け；；中【iJ些f、（；＇J路線j rこけり•1::·
;;;; I J一： l／＇；、 j'（ョ，r::rzとilみt:I ;・, ': I I i J 1i；てあ三 i
'' ! 、'JIニノ ＇ ・1,
( '.2) ず仁、 こーて，1 ’ .~：； ～ii 1:. J( Ul i'I ,・i'. -Y, I ,;. ・'
- 3寸 '・ ', ・t1,!'.1,J{:1: 「記、佐井手県｝／.：＇：＇？ j J1i;';JKI氏、てにけ
〉しーニノ：＇， •jl 1，：ノL
I . .J• i., 声.'. 7ニ : : , , 1 I,I J :fr-:・,: .7・ ノや｝！
；へ刊I1］、＇1/1;_／、 i)'jl,1L サ人 nwiく【／：＇， I；、【！ . <'~ • .＇’，］i'I; 
も l ;'_:; lιf丹市｛ ,I[ ':i J : . ';:.' : ＇、 1,;',!iζ.＇：ぷ（
;,};: : ' 'ft 問料fi’｜：スプ；十：必変人、，， . h 片；‘ t / 
'>I ノヲ r / t. ・, t, / ". '・ t・ プ， l 公 .1 ' ' t I) 
『 Jピ若itい）｝て•，. ＇じさ心；こ ＇（i本j乏な J u・:1則市 fにrp:
i' .！ヘ移行し JI.、見f i:ltへ持flIく：， ·,•it\ 1/'tY;l!.1 !I：【./, 
必要であろ」（同 J山， ;11nた）としで ι；： 1万JIとし早乙 2
-it It，『レ ニン号、ijj抗 25を，；, 1, ,d, 'i l:r・1 ，：，そ u J 
主ヂ＇1・c I tめj I，】＇） であ Lカ， この中いJ,・,IJ1 I.-
：往年』：.J, 「資本主義と『！1T階級ti－：、.'1, Jl~;Jrt.it·''· 
へたてろ ／ifリ：it'JB'i WI全体」（大j’，＇；！；＇； it，『；， ijjj,i;2；：丈
ぷ版て； t「ゼ川、ニLitiト『間約七さ計三？』かじ， f fι 4) 
t., Jたi'f土義t,（， へた「ら /jf:史的1¥!JI 全体」）と L、う j必f「
c'！ 「ヘプこご ι：or1xe.1H1b)Jを「F多rl；と，（治枝 j'iJ)J 
, ;)'. I.ていノ＇ C：てあ〆！。二 .I) l!i；犬二~：＇；＼.）＇. e:_f:!,-il>I下j；一方
向主人ミ投白＇Jl子え，［ム Jけ｜〆l 1 i1 i, ＇，、ヵヤ こうしず， rj, i ,4 r'J 1¥ 
;'(it i'I己；',;, i可＇王位伐さぜてい之のと Yo;~ ( 1 / 1 ,';;i(, ]qi 
『J1!.／巳中間ぷ；』， 山本 .1'.1c町、 1964i , 233, 2'.l4〆、ー／）
｛。
IO 
-j i・3 2 ノ／ハ立； ；：， ~,- ,i,'/, l'. ,•• j：ιt r;J ，－，方ら，う仁
" > , , 1,,q ,J；、；ょ，「OT,'¥CJ151TLjを「過渡j そ民＇（ i 
ぺ J t ; , l o ・_ •; ）文.i；：，：；ト，［文J>H,'1,;';Jか'I,f＇乙
～亡 j’ノ 予［けT,'¥t'JIH’ii，」を r.iJ¥',¥i足J （中jふj〔l 「過
iil:i iJ : ( l ' ；：，が「-j'IJ；）・［従jに院ifミず之＇ = .'_ i t 
~ij ;J,、文七人ごIVい，二l ノムニ r とJ，ら） I ,/( [ / cJーに iL /, 
)I，：「，j,｝・、’， ,;(l,;J,: jとλメ J lf/ ノ·＇ •.I' ( t l 
t・, 1, ,1 ,:,1. ＇υJ；’J ｝； 予知：i: ti ;J ＇ご J斗～、 Q ’i l 
: ;,,1,11＇，！，＇.か J;［文：.，＼！＿•、 l、ご主》ぐ二 ': i l ,JLf [ 1 '., 
ハハ G Jク1：’が，A昔、.i, :t ;¥ (¥' (.it〕；（人Kil＼肱礼， 1965
:1 ) /: ・, ；ι：’： t i!~: ,•i r,_ i¥; > ；うもすc:U:i. t: 11・, 二山
：」1,;.' , I ' j t;・ ・ ＇守 CJ勺 7，う，.「－f:,lj l¥r; ti (1'0 T1/ iを，可：
!Ii'・ /J -WrV＇’l r0Ui；会立区、要（！＇ ，コf：作主jti!ねir fNJ品料的
Jt,r. ;Jr r,九t,v!L必 ＇i;c(J, ば1)1., 土、i；介於＇｛本 Li主HI“無Vパ紛
れ：γJ!l'Ji、 1／（ユ j＇~之 i::11向性整＋似佳史的BiJW11\IU｛必要
Ir'!, l ( / J (fly( )Li ・ .'.VJ1’j人， t'i');(i会 j’jん山辺、rWii"f：，詰1
1わ＇t'i'UCt9：！ノ、←＞）
l. 1, I , ＇・、J1 i；て，j-J' 二，／），；）＼のニュアンスと仁！0l叫
ん必vQJt:Jぷごい Wliノ十〉いのであり， f論：HJUv,1::imで
→ 
ιY; CJ o 
l J l i >1i二1・It:iくべ3こと jl i，む i7.,i・1J:;1 iたの次
ν 1 •;U Cあろ。 「この Jうな糸{'Icl) nrni （『t，自i！＼~しり／］］
川に iH: f 1Jt，ζJJ(¥ t主の技術的・ 47n'fl.自＇J'I止礎j一 久
i吹）け， 1で； 1・.J!t-F段Oltl:i:LJ,Ui'J/i/i 1Jが全一（I')iこ





傍点：i'.h: .：灯。中島氏：ぃ、 j ぃ『ゴ－ ＇！ 納得i批判』を




































































（必要に応じたけ記） ＇.どもち、 他出iでi主 i労働に応
じご分配する」とし、う意味で「 YノL,＞ョア的権干I]








会形態）,: :i 山；t広りであり司 「技台 J：誌の生r&
｜悶係川、 十日汁r'l'Jiこ安定していると Lt1，、え，たにか
rt;J・，として変わじわものでは決してない 共産主義
'J'Wぷと資本主義内浅 i{'  二内二－~’ J山矛f目の，
ヒ.t:,:jlij 七闘争；＇.込社二主主義 ii：会をがj,, yきがj
，ウ込十三 共産主義円要素／シ一歩一！伝ふえごし、さ， lr 




ι， I，吋A 孔 rーマ
U ら司・IS1il川サも） υ
¥2）；二 d 八、て
( 1 I 1トらIYlらか午ように， 「資本主義元。ん共産主














がっ ・cI i'l:会主義の生産関係と上部構造j を「た


























































































































































































































































































































































































































（注 1〕 ';.L漣論文はじ 7,I, )' 立日現わ）， ／わけではな
く， 1949r；以降の（と川 1)i;人民公社の） ?I股（｝）いち










「1' 1下訳j と時す〉，山内一男氏μ 「ブルジョア（J'・Jl¥'i'利
り倹存物Jcm ，＞主義経済発It(.,i訟別的理解につい
てJ，『経済志林J，第30巻，第 1号， 1962年 1月， 9ペ
ージ，以下「山内論文」と略す〕と訳している。
士の訳語に基－51,、て，岡稔氏はいう。 「たとえば山
内 男氏は労働に ；，：－＿； じた分自己を『t1会主義社会にむげ
わil社会の残古物』と規定 Ltが， Ii社会に存た iI; 
かったものが新社会に残存するということはありえな
し、から，『旧社会の名残り』と＼、う呉玉虫のあいまいな規
定：比べる些」段i明上昇と解 1.うるJ（「労働に応：~· !: 
分配とプルジョ f i't.J権利一一ー川v ？ 人・エンゲパス・








徒！こ盟（注15)c f Jι う。なお， Llili度兇氏は fノぉノ ジ
-, －・法権の残／:CJ ': .！ξ1見してい；•， （『未来への r::1•，、』，
筑摩書房， 1968＜芋， 116ページ〉。
（注3〕 山下訳ではこの個所が「完全な，そして成





(1!1内論文， 8ベ ジ），山下l¥、U 「IH社会の名残りJ





「Li社会の残i>/J，「プルジョア i'l'J 怜•,fl]の残浮J ,';: Iてわ
り（283ぺージ〕，このかぎりでは添認できるが， I乏は
別：乃個所（229ページ〉にわL、ては「旧社会の名残り」
といってお fl' Jfl ,fl'iの使い方はあL、まいである。主 t;






: : <1応「今中l！請であえ＇ （『灼克思尽格新？民会主』， ：（¥19
巻，北京人民出版社， 1963年，21ベージ，『列寧選集』，
f{¥ 3巻， ｜ヒ京人！日出版1, 1965年， 244べ :;)o Aに
は「放 J J ておけば自然に消え去るJ（＇いうニュアンス
うある。 Bは「 ＇｝ こ【： I, 1 干＇Ur~ し仁、る I, '1J，「残り
工lIすJ' '(f.だが， r・v，’ Bてf仁、たrでは［＇；然に f:i/'jえ
ない」というニ品アンスが！感じられゐ。 Cは（A十 B)
まなは（A or BJで丸 l人口j速の、2石か｛，しれ勺L、。
A, B何者をーがiしていうとき，あるいはA, B のニ
ムアン 7 うL、j 'lかliJζ しL < ＼，、 l 予』こ｛，！，. てL、7，よ
うに考えられる。そこでわたくしはAを「rJ:斑J, B. 
Cぺとれ！こ「伐i+sJ べしとム 4 く。わた＼［のヨf，！＼ で
はB, C Lりだが現われないが，要は「積極的に消さね





「mえさ Jも，i＇」としらえアゴ、し』いる (T，であ 7,"; 0 
菅沼正久氏もまたコトパに無神経らしく， 「fま斑や
ゆJ，「，； J'lE と 1；：跡j よ－~ ＼土＜ 7 ＇；で，； ii有－＇J；氏
の「i日社会の残有物」とマノレグスの「lf社会のf>Jpl；」
lの区町IJ：•：つぐ i ム〈「t ' （「rt会主主え（i.生長関係正ノノレ
ジョア的1糧不lj」，『思惣』， 1967年8月；J,72ベージ〉。
i’i召氏、＇） ，.；，文L:・ l登HJ，なL寸， ニ＞ :.i OT!lC'l3-
TOK C母刈〕， Tp8,i1.HlmiiH耳目 CJJe.[lO日（伝統あるいは
( I¥.,:) l ;fかに， OCTaTKH（伐存竹）とし、～周五日をK
J]Iして使っているのである（TaM: Jtce, CTp. 92, 98, 
!-19〕。な j，菅川氏はらilj？コ論文（「主I；，主菜1会IT;,/!1il主




















（注 6) 呉漣論文， 48ページ。
(tt 7）呉E止論文， 55ベ ヅ。
〈注 8) 県縫論文， 57ベージ。
（注9〕 呉ti'＇論文， 56ページ。
（注10) R縫論文， 54ベージ。
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与〉三とによーにてJ住！汚すぺ宅きけない。 ¥J!(するに原［甲
山l「＇i）的i商用ごナむ王 i7.，のか：／r1 ,I) t汚~であり， liji
Pi!Jl ff主 iE が ~n; 2のl:Ji,¥';である。的単にfきILで予ろ上う
I, i, ＇乃＞ j Ji l J 1': { t原Fl＇.ι考三ること ' Iでうたし、。二
cf' t ・）℃ID:I1' u，拡 ）：i解釈が！＼：内「j/.¥il[Jtij防級；－＇l'ft＇沿j
,'>1i1tiに7：ヴてt、ろと，1,.わjiろ；＇）であえて ti引市 lてわ
'・ f'. ・'o Jcf’ i宍戸、； I＋－ レ 二ン（／）見解lt, ,Y,:ri，家レー
c .fJ !'tf'iUJf・,Yi,,'Jプログ yムj ' Iて読むヘラと
あ I), J1，＇日i詰力 foti:-としと ・J終化すご， ＝とはで，・， !JI t、0
-（！持l1i'i！；白人二そ，述に＇ Jctli'｛家 ELてι7、レ←二 r .J1 {,'<.: 
1；きがi'・か7｝）》か＇ : ＜らゴ）でl; YιL、か。
（パ1:1) 陶主主治文，t, iJ4際 ・lf，：白研究会『， 1，ソポf古』，
1960 'I 9 Jl28 I ＼｝に,f:J!,,J~ さ 1 げ。こ γJf,-Jj.,1ミi，｝；，出占
「，：，＜＼度！りJ／ワムI二)Iiji、i:rnJに／｝、ハする；H内命J／二，J（占れてい
二と h' らも〉刀、カわれるよ jに，いい，，1（とにいえな
L、。！）子＜ I. 1らこ；；；f,il/rl:j「；10vrn1,, ;1, ltJ，て！主it<.> 
1:rnどハji，υJJ ？れ j。
CU4) 『，＜I:会主持教仔述<EJ.ifi'!,f資料化』（ιf，凶｛計吃
);' il, 19時7lfllJJ), 22～23・0ージ。
（山15) ,:,IJ,1';,f,]iリI[12 J l'IJ ,;1 （「ふん t・ rrn会主総｛り必
泌（1リピ主将！と一 いマ＼『U!,I』， 1967＼ド11月号） [,;-¥'i.Jfc:・ 
l：山 1久l・'ciF：に芹f9 ＇.，打ti'IJ,'l,'Jするか γり止Lヰそ射て
三 Lい，， C ＇，、Co t：土えば，（1）「労働に応ず之J分配J
.'_ ［十「労働J: i，＼：と 'i'lJに応 L・c c :.t tr、，「労働<Tlft,;J 
: :r亡、 iーごと tろ C I，＇う；b長，（:c）資本i設計会にわい ι
fえ噌労 !NJfr i i ・'J; I劫にj七じと支払われるという i：必：
〔HI:, i≪,Ut批判）， (:J)l18～ 119、ーシ b’おけるi'l勺｛：，止
初.ftiC社会主；Pl:Jごと力プルシ； 3 -,・ri;J;1mzi主を強1」HJ
,Y：， ‘る点），など。 1刀、し，：，',i],t;/,，，止によってけ社会
1 :i'.:1.上＇.h：づJいこ「’）＇；働（ごIf,i二＇分配される jitl分： j 
Hかくそ il LL前rJ-:'('1i韮171から「生産全拡張する f：め1)
氾方n/;f,分」そ.さ 1. 'i '. ~、 y：伐りの郎分に J fない 矢
i札：）かrJ, /Jミにされ f'-'t, いナめ，社会 I.義社会三「つ
川 fニ2'i、0i I Lイ.＼＇.li,f,J ." I. と， 「九人lt f色｝） ＇：応
! ＇倒汗 j という条件しか桁械で？なし、。
l必，j＂ン: : ' J日も才 t:r労俄に応ずる分間己j二社会主
j{, 「必•），！：＇つ，［：；ず 7J 分間己 J Cニ共Pr:トJ主C I，、 p t・ iti /Zよr!ZJ
;1;1時＇（rv ,:)j[l ! ;:It、ないのくあろ。｛！；＇.，主主主計二さ i: t; 
1、！ 「労働： -;.('; Lごう｝fiじJ・9 三pゾJIi’f b：かかIJr'，かャ：
ic i, 1.r Cそれよよ外，！； (0(1,};t 'i C'：ぐ必4五LP 応じてうt!"i1L 
"', '".d 、けごムコから）， !<I jけ一義社会／： jモ丙：ーヒ1,;tl：会
、／•，、 ：， 「｛；色 ）L一応 t：ζHJ;"’j; f劫，－応 I'.C受けこるj
か， ［能力i，＇工、 l：と担：！そ必要に応じて受（j'とごJ ゴ｝
Ⅳ　中国における過渡期理論の実践―文化大革命について
1969120023.TIF
/, '> .'c I, ' C ）＇い，j：δぺ；：， fけ三；tf、iうfなこ二 bdi／］らか
: F：ζ1 ・，でi乙。 ') ;, L；：な J が， ti 二三i.JtH. てと
-J'c産上九tiS: ' ，＇ト＇.i)I:c, t)ij ／＼にわ、、て；tiH；分li'JにL
7, 't瓜 I.-・ i.、，； .、「J.＇.，＇！止に』じする分配」士，はおにわ
い「（； 全［！Jifj'}I 'tJ）！ゴ〉点にあふ＇－ i午；十t.lはよわ／ム
I ・o ま.＇ 1r,1.〔 ／ 「 ＇.•jj,i／； τ r,i. r ,: '.r自己j,ltl：三 j.ji,:cl, l, 
てノl.t '. ;:, i「II l日J1iミfこな., 「筏 ｛（J 「／；も Jこ：.
、 '・ 、fI ;H 1二t'. i it, そji. /J°• －／ ノド > -17’1't J：でか
, ,; I ＿，立t!.• >,, -くつl体i'l仏／ユ ＇～t仏Ji:i主〉 ；こjぎ／ぁ L' 
:_ ，＿よLHi1Iiif, Lは！？〉な心ご主主 J 二 Jどf!'.!iI必ぷ分；：
!;( J九.1:Ji'1 ・、心ifi;, I，ンじ うf医lj 7_, -~ _, J，ナ＼と｝託
会， i f色il 1'1{/ f,'i糸1-，てあ〉と、、勺 ・Jc'l'( = ! ' Iむ 7.,t
令： iFi 切 li"i，請だ .I）を付置す〈。 fこI）と t; .31 i'I J；を欠
ごJi,_;J勺。 二ゾ）芯味、こ ，：，＇）／＇／，） 三｝！品Jci/JLIJ・ Lまjニf、｜→
l,j' fニふ、、 ！， , '; It .', I t ; : .＇，’L イ C J J. i. ！、』i¥.,/,IC,，こXl＂ノJ
t/¥ 1 ・ Jl; I , '. a 
な＇；ヨ' l‘ ，；吊；｛ミ J：主と、i
¥ , ）＿ とfi，、干J一，コ；，；』『L「そk一， rわlずi,/) ,I（波：＇IJI＇’沿（ J＼ 
［＇［－！「文－＇（，：ま （：よ f -> g；本的 i ：文f:JI_ マJ ,' 九一こ Jλ ；s
1.) • 1 r:J 1,: .,. 1. 文；川し、 1日大1,:'Li< ' iw:Ji'. Fi：＝引が
. ':t ／ンち＇ ）＇，ι｝j', c' I .:¥.i'＇：、／，.l二，＇介＇（ え j二「 f ん＇ f 
ノド Ji I .i/~ 'I ・1＼、j 「〔－if＇.収 'J.1!・.': X:f'I'., •i·：兵」
と1IドJC '1• :J; I : ', ・ /-a ! , ·•; 1;,: ・ J＇！＇日， J j I if，文
-'1 :Ii: t,1- I ,@:1UIト（＇；以iJi'・!I';,;J '. /:D' 1. ,:1G 
1:1 '¥ i ' i' I i i F 、乙＇・， J児）： ) ,;z ;<,: t-,. J、ι；丈y,
T'fI1i'J ゾJi ト! , /¥ I て「ぷJ f_l、主＇：tメタ J !, ,;:, J ;・ ＇；，人.-_ よ , ,: 
ょう；：． こマjJ'L,iti・ ，，ペ，•＼ 1,'!f'Yl:-r で｛？出，＿k,tC; ,'., ': 
', 、. ' = ; '・ ';') ・= ーも ' . ' l'.，詰(!':! )'Ji ;.'i、!,, J,l ,{Is '・ = 内
•；）.／，，＇.，立； 1 ’ •11 i1h I号、t，「ペソノ ！ J, :_ Pヘヴ iJ 
λl  jナ. ,. ／ で」お lt，二 jI Jう；「 f ツ f、・ l-
」二必ゾ）擁／.Jご去， ・'., J: it, F~ 人｝こ l I tご 、二：t王こ l
l：「L、＇，、／／；ぐも； ' -~ c<'J •?'., J 0 
Cr上Hi) 『；，mu、店1 ぉJi'~);,, ft li品店主；て 川、 ζ〈）長















































上部構造で全面的なプ JI L ケリア独ハ忠実行し，
社会主義の経済的土台をかためるJことがその目


















































































































































































(I± 3) 向上， 25ページ。
C i 4) 向上， 14ページ。 r北京周報』， 19691["18号



















Cl?) 『紅旗』， 1969.：￥第5lt!l, 14ベージ。
心、 s) ,n1長拙稿。
( :I9) 「三自ー包j とは， Il沼地そ多〈残L，自




















れわれは「曲線にεノサシをあてらJよ う な 作 業
を行な ＇） たのi＇.いもし れない。しかし、 モノサシノを
あててみなけれi立、 それが曲線εあることさえわ
からな
f乙L、し，支た、 中l司自身もマルク 4 ・レ一二ン主
λと，，，うモノサシ主想定しているのであって，こ
しっかぎりで、 われわれは このそノザシを方法的武
器として， 中l司 研 売 を進めることができる，とち
える。 もと主 I）モノサシをうまく｛史えたかどうか
は誌昔日）判断に委ねるしかたい。
［補j主j 1;i:, f:; i., f，ご I t.: :J；三 ！） 19必に・）＇，、と校正 O）ぬ
4ミ：：ゴノン IJ,・,:1；＇戸；・， t二！、。
Oi i,1 l i け f{•J 》［，， l二,)'fjビj': lた：・ウιに＂，ぜ、 t
:.') ・J、心」ヒι＇.，；）〕凡 Ii/, , f T: (,'. ,¥1,. ーボ，， ・t ，＿、こ （’j、／ili1l
Lよ「J/i ，；【1,, 1 ）） 、r;J.t ;1,J (U, :;, :! ,:1 :i ;:c,1 1 ・万（動；
': Fこう；＇lL IJ:( WI ') il I ：~こ ,'111',hJ, c1'idf: JIJ, l96Pi-), 
,j I＇山氏，， ；：：；ごとJぺ?I.s:_，二う）Ht:'I，＇ヒた分間 i, :Jで；i:'!
A,,1会二仏 ！｝、：ιl：ずうf内オ. ' L、’ t ケ -r,7-,・ i'I Iりて
いコ ， 人j己主：tiIこ l、I ：「口f,jJャ：！じ）た；f「i己／1/W;,1J 
い iそう，1ir: 1: n n＆／ノ必Fi'」(128、シ ） ！（ ノ；~ 1, JJ 
t・J:！（：，ζl r ぜ、ろ。 : ,Iニi ＇ず， 人λ公れすご「ノける fJ:t行
叫，J}J,(}j,,,_.,1:r ';¥:n・,1 fらこモ升？ご 7ず‘ 1・,;-ww 
応 I_'.t・ 分配原HIJr，新！ハ発［！り（129＇・・＞）なとは解
, 1壬で ' - - ド l ” r 子
., ＇じ＂じブ J - ' L うν0
iモvl (: J;n・；旬以「c"JJ. Wr ），.告と,if' :_, fい弓。 I iJ，くて，
・15・lf1J：て ISI 1：分間［1i/ ;j,j It, ' ）：：：〕！、，： (,;' i({ :,jょJ:,¥l
7モ/jl'.の＼ Jちとであろ 71:会IYJ’刀f)Jc'JH'r Xの存千｝二をベハ
容：倒的装健 : -・_ ;; ,1, If l社会 ／） なこりで ，V)<J , [i] 1.'i 
1 ・,1也れて J;トて i：，－；，；－（必1J,') ti会（＇Jli' !r,見合その実f立し＇J
j足後， = I. , : ; , J , コ1し｜’IIド点、資本主／'lifl’n安井 l：共a上
手iU1J'l? ct: c'、矛j百）ji究 一 r1 ご丸ろ。日J.•1 ・院？長むのいう l』'Ii
i＇主JLtこじて心社会 L引に iJぜ了ろめ十二七-i:i,.Y.J')1」九三 :lt,t
じ誌i'J＇長ぷ J)1-t立｝仏i下， ｛長 ,it;IL j布： =A J <,;,;1民i位
{', :t，こっ仁う／（労働，：；.じ l！：分配原；1？！内［内；；’ r;, ' 












'. 、。問題のボイン rは， f労働に／（；じた分配）JJ(WJJ)fl-] 






































の性併を町村 L, ＇）；働仁 fι じて分配をう；7る原測をうた
千Jずるのであり，将来，それが全人民的所有伽jへ移行









らオペけ才l＇：ならとい。） i~ もまた労働v二心ずノJ 分配二






























f共昨今主義への過渡具IJ という場合， この f共産主手伝j
とは「共産主義の第 1段階＝社会主義Jであるにもか
かj) ムず，，1，共；.tr狭義の共産主義j と読んでL、る事
実を指している，と読めるが，もしそうならわれわれ
がすごに述ヘた理由から「誤読j とはl、えなL、。
この新島論文には，このほかにも重大な問題点がいく
つかあると，Uわれる。たムえばIC:はレ ニンの「偉大
な創'.f:Jを引用していう。 「これは単に生産関係のみ
によりて，つまり政治経済学的にのみ規定されてい心
緒事！zI.1定義の大堀公変更である。それい『社会学的』
定義（ごある」（6ヘージ）と。「r社会学的』説明」（9
ベ－ ；），「討会学的概念J(ll< ジ）と書いu、ると
ころをみると， 「社会学」はだいぶ氏のお気に召した
らし、、が，トれわれ♂t課題は踏が／i/1 「社会科学的解明j
ではないのか。俗流「政治経済学」の破産を「社会学
的説明Jで救うことはで Yないとあろう。
（調査研究部〉
